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【
第
１
号
議
案
】

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
①
平
成
28
年
産
の
果
樹
共
済
か
ら
適
用
す

る
危
険
段
階
別
基
準
共
済
掛
金
率
に
係
る
所

要
の
変
更 

②
平
成
28
年
産
の
畑
作
物
共
済

か
ら
適
用
す
る
危
険
段
階
別
基
準
共
済
掛
金

率
に
係
る
所
要
の
変
更 

③
建
物
総
合
共
済

の
特
約
と
し
て
、
収
容
農
産
物
補
償
特
約
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
所
要
の
変
更
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
全
事
業
引
受
実
績
は
、
共

済
金
額
１
兆
７
９
０
４
億
８
８
８
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
災
害
に
よ
り
組
合
員
に
支
払

わ
れ
た
共
済
金
は
、
合
計
で
20
億
１
５
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

平
成
28
年
度
事
業
計
画
設
定
の
承
認
に
つ

い
て

　

本
年
度
の
全
事
業
の
共
済
金
額
は
１
兆

７
５
３
６
億
９
０
９
５
万
円
の
計
画
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
４
号
議
案
】

平
成
28
年
度
事
務
費
の
賦
課
額
及
び
賦
課

方
法
の
決
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
事
務
費
賦
課
額
総
額
は
13
億

８
５
４
６
万
円
を
見
込
み
ま
す
。

【
第
５
号
議
案
】

平
成
28
年
度
役
員
、
顧
問
弁
護
士
及
び
共
済

部
長
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

　
本
年
度
の
役
員
等
の
報
酬
は
、
総
額
１
億

９
９
５
４
万
円
以
内
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
６
号
議
案
】

平
成
28
年
度
に
お
け
る
無
事
戻
金
の
交
付
に

つ
い
て

　
本
年
度
交
付
さ
れ
る
無
事
戻
金
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
指

定
口
座
へ
振
り
込
む
予
定
で
す
。

【
第
７
号
議
案
】

平
成
28
年
度
集
落
営
農
等
推
進
奨
励
金
の

交
付
及
び
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
集
落
営
農
等
推
進
奨
励
金
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
特
別

積
立
金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
第
８
号
議
案
】

平
成
28
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度

額
、
利
息
の
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定
に

つ
い
て

　
借
入
金
最
高
限
度
額
を
、
60
億
円
と
し
ま

し
た
。

【
第
９
号
議
案
】

平
成
28
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の

承
認
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
14
機
関
と
銀
行
等
14
機
関
を
指
定
し

ま
し
た
。

【
第
10
号
議
案
】

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事
23
人
、
監
事

３
人
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28

年
６
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
５
月
31
日
ま

で
で
す
。

【
第
11
号
議
案
】

損
害
評
価
会
委
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

　
退
任
し
た
委
員
の
補
充
の
た
め
、
新
た
に

56
人
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年

６
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
５
月
31
日
ま
で

で
す
。

【
第
12
号
議
案
】

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
補
充
委
嘱
に
つ

い
て

　
退
任
し
た
委
員
の
補
充
の
た
め
、
新
た
に

２
人
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年

６
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
５
月
31
日
ま
で

で
す
。

　
本
組
合
は
５
月
23
日
、
大
和
町
の
「
ま
ほ
ろ

ば
ホ
ー
ル
」
で
第
３
回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
、
総
代
２
９
４
人
（
書
面
議
決
含
む
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
三
浦
恒
一
組
合
長
が
「
自

然
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
国
の
農
業
災
害
対
策

の
基
幹
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
機
能
・
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
全

事
業
の
完
全
引
受
に
よ
る
確
実
な
補
償
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
議
長
に

山
元
町
の
伊
藤
正
平
総
代
が
選
出
さ
れ
、
平
成

27
年
度
事
業
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
な

ど
を
含
む
12
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
通
常
総
代
会

  

全
事
業
の
完
全
引
受
を
目
指
し
ま
す

特 集
第３回通常総代会

議長を務めた伊藤正平総代

 

承
認
さ
れ
た
議
案

   「信頼のきずな」未来につなげる運動の
目標達成に向けて

平成28年度農業共済事業推進の基本方針
　
本
組
合
は
、
県
域
組
合
と
し
て
２
年
目
を
迎

え
、
円
滑
な
組
合
運
営
に
努
め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
を
実
施
す
る
組
織
と
し
て
の
体
制
を
万
全

な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も

引
き
続
き
、
全
国
運
動
の「『
信
頼
の
き
ず
な
』

未
来
に
つ
な
げ
る
運
動
」
の
目
標
達
成
に
向

け
、
全
共
済
事
業
の
完
全
引
受
を
目
指
し
、
次

の
事
項
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

● 

特
定
組
合
と
し
て
の
円
滑
な
運
営

● 

完
全
引
受
に
向
け
た
提
案
型
推
進
の
実
行

● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
の
充
実
強
化

● 

広
報
活
動
の
充
実
強
化

● 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
と
実
効

　
性
の
向
上

● 

情
勢
変
化
に
対
応
出
来
る
体
制
の
構
築
と

　
人
材
の
育
成

三浦恒一組合長理事

　　出席人数
総 代 数 301人
本人出席 254人
書面出席   40人
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前期繰越業務残金
318,286

人件費
2,068,052

旅費交通費
16,176

事務費
81,250

業務費
292,712

普及推進費
223,786

施設費
159,532

損害評価費
36,015

受取補助金
1,369,079

賦課金
527,622

受取利息
169,390

事業勘定受入
883,572

引当金等戻入
89,007

収　入
3,438,507
単位：千円

支　出
3,438,507
単位：千円

収　入
3,364,653
単位：千円

支　出
3,364,653
単位：千円

その他 81,551

前期繰越業務残金
336,785

受取補助金
1,352,399

賦課金
528,285

受取利息
158,420

事業勘定受入
857,623

引当金等戻入
62,778

その他 68,363

損害防止費
29,894

諸税負担金 58,043

その他
473,047

人件費
2,115,303

旅費交通費
15,147

事務費
78,492

業務費
260,549

普及推進費
203,373

施設費
152,426

損害評価費
65,512

損害防止費
30,978

諸税負担金 60,097

その他
382,776

共 済 事 業 引受数量等 共 済 金 額 農家負担共済掛金 支払共済金

農作物（水稲）共済 7,031,242a 4,563,908万円 363,588,390円 105,775,352円

農作物（麦）共済 220,035a 26,162万円 10,215,727円 4,654,342円

家畜共済 130,955頭 1,891,403万円 667,268,368円 1,109,079,759円

果樹（りんご）共済 5,831a 16,613万円 1,555,742円 277,380円

果樹（なし）共済 5,711a 24,488万円 4,889,416円 220,690円

畑作物（大豆）共済 826,897a 249,696万円 93,827,661円 11,041,482円

畑作物（蚕繭）共済 143箱 861万円 142,726円 0円

園芸施設共済 28,126棟 1,300,652万円 164,170,965円 56,447,961円

建物共済 131,917棟 161,523,038万円 1,828,367,264円 632,156,040円

農機具（損害）共済 39,360台 9,437,159万円 356,036,945円 81,863,085円

農機具（更新）共済 26台 14,907万円 12,427,877円 13,721,957円

合　　計 - 179,048,887万円 3,502,491,081円 2,015,238,048円

共 済 事 業 引受数量等 共 済 金 額 共 済 掛 金
総額Ａ＋Ｂ 国庫負担掛金Ａ 農家負担掛金Ｂ

農作物（水稲）共済 7,074,571a 4,521,678万円 71,784万円 35,892万円 35,892万円

農作物（麦）共済 219,919a 26,271万円 1,932万円 1,028万円 904万円

家畜共済 130,635頭 1,860,592万円 124,185万円 58,797万円 65,388万円

果樹（りんご）共済 5,821a 16,294万円 301万円 150万円 151万円

果樹（なし）共済 5,705a 24,894万円 1,002万円 501万円 501万円

畑作物（大豆）共済 806,309a 249,219万円 10,215万円 5,618万円 4,597万円

畑作物（蚕繭）共済 141箱 890万円 196万円 98万円 98万円

園芸施設共済 28,269棟 1,223,624万円 31,033万円 15,517万円 15,516万円

建物共済 129,386棟 158,277,640万円 174,675万円 0万円 174,675万円

農機具（損害）共済 38,328台 9,156,476万円 32,745万円 0万円 32,745万円

農機具（更新）共済 21台 11,517万円 860万円 0万円 860万円

合　　計 - 175,369,095万円 448,928万円 117,601万円 331,327万円

　収　入
●前期繰越業務残金…前年度からの繰越金
●受取補助金…………国から交付される運営経費
●賦課金………………組合員の方から、加入する共済事業ごと
	 にいただく事務費賦課金等
●受取利息……………積立金を運用して得られた利息
●事業勘定受入………建物共済、農機具共済の掛金のうち業務	
	 勘定に繰り入れられる金額
●引当金等戻入………公用車等の更新、建物の修繕、事務機械
	 化のために、引当金や準備金から取り崩
	 す金額

　支　出
●人件費………役員報酬、職員給料手当、法定福利費、厚生福利費等
●旅費交通費…役職員の交通費、旅費
●事務費………業務に要する通信運搬費、図書印刷費、消耗品費、手数料
●業務費………業務運営に要する会議費、講習会費、共済部長報酬等
●普及推進費…広報紙の製作費、事業の加入推進等に要する記念品購入費、奨励金等
●施設費………車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
●損害評価費…損害評価に要する経費
●損害防止費…損害防止事業に要する経費
●諸税負担金…公租公課、自動車税、固定資産税並びに関係団体負担金

総共済金額   　1兆7,904億8,887万円
支払共済金   　 20億1,523万8,048円

　平成27年度事業実績

　平成28年度業務収支予算

　平成27年度業務収支決算

用語の説明

目標共済金額   　1兆7,536億9,095万円　平成28年度事業計画

特 集
第３回通常総代会

特 集
第３回通常総代会
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組
合
長
理
事 

佐　
藤 　
　
　
敬

副
組
合
長
理
事 

菅　
原 　
芳　
夫

筆
頭
理
事 

千　
葉 　
秀　
郎

理　
　
　
　

事 

品　
川 　
忠　
夫

 

保　
科 　
清　
八

 

齋　
藤 　
俊　
一

 

佐　
藤 　
　
　
崇

 

菅　
原 　
直　
之

 

加　
藤 　
　
　
治

 

津　
田 　
幸　
榮

 

津　
嶋 　
敏　
光

 

渡　
部 　
　
　
茂

 

鈴　
木 　
俊　
通

 

佐　
藤 　
喜　
一

 

髙　
橋 　
東　
五

 

庄　
子 　
嘉　
和

 

岡　
﨑 　
祐　
一

 

山　
内 　
敏　
裕

 

藤　
原 　
賢　
治

 

佐
々
木 　
英　
俊

 

大　
場 　
照　
彦

 

横　
澤 　
健　
二

 

佐
々
木 　
郁　
郎

代
表
監
事 

須　
江 　
敏　
信

監　
　
　
　
事 

門　
間 　
　
　
等

 

今　
井 　
竜
太
郎

新
役
員
紹
介

建物総合共済に収容農産物補償特約導入
農作業場等の建物に保管中の農産物（米・麦・大豆）が対象

　
農
家
が
農
作
業
場
な
ど
に
保
管
中
の
農
産
物
（
米
・

麦
・
大
豆
）
を
対
象
に
、
火
災
や
水
害
等
に
よ
る
損
害

を
補
償
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。
建
物
総

合
共
済
に
「
収
容
農
産
物
補
償
特
約
」
を
新
設
す
る
も

の
で
、
対
象
農
産
物
は
、
米
・
麦
・
大
豆
。
建
物
総
合

共
済
の
加
入
に
併
せ
て
特
約
を
付
帯
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
な
ど
へ
の
出
荷
前
の
一
時
保
管
に
対
応
す
る

Ａ
タ
イ
プ
と
、
自
家
販
売
な
ど
の
た
め
の
通
年
保
管

に
対
応
す
る
Ｂ
タ
イ
プ
が
あ
り
、
加
入
者
が
選
択
で

き
ま
す
。

　

収
容
す
る
建
物
が
建
物
総
合
共
済
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
前
提
で
、
特
約
単
独
で
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

収
容
農
産
物
補
償
特
約
の
内
容
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。圃場栽培中

収穫前の作物が罹災

作付けから収穫までを補償 保管から出荷までを補償

　 水稲共済、麦共済、
　 大豆共済で収穫量
　 の減収を補償

農作業場等保管中

収穫後の保管農産物が罹災

 建物総合共済の特約で、  
 実損害額を補償
 ※建物の建物総合共済への加入が　 
 　前提です

作付けから収穫（圃場か
ら搬出するまで）を補償

建物に保管している農産
物を補償

引　
　
　
　
　
受

加 入 方 式 A タ イ プ B タ イ プ

補 償 期 間

一時保管
（120日まで）

JAなどに出荷するまでの一時的な
保管に対応します。

通年保管
（1年）

自家販売などのための通年保管に対
応します。

補償対象品目
と加入単位、
補償する金額

共 済 掛 金 等 1口あたり：1,000円 1口あたり：3,000円

そ の 他 建物が東日本大震災等により被害を受けた建物等については、復旧されていることが
条件となるため、事前審査による確認が必要となります。

損　
害　
評　
価

共 済 事 故
 ● 火災や風水害、雪害などの自然災害による災害が対象（建物総合共済の共済事故と同
　じ）。農作業場などに保管中の事故が対象で、輸送中の事故は対象となりません。
 ● 自家用飯米及び盗難は対象外となります。

補 償 範 囲

対象農産物に被害が発生し、1万円を超える損害が発生した場合（地震を除く自然災
害）に、1建物・1品目・1口あたり100万円を限度に損害額を共済金として支払いま
す。ただし、地震による損害は、再取得価額の5％以上の被害が発生した場合、1建
物・1品目・1口につき30万円が限度です。（実損害額の30％）

収容農産物補償特約（建物総合共済に加入する建物の付帯契約）

※圃場から保管する建物までの輸送中の事故は対象外です。

収容農産物補償特約のイメージ

　
こ
の
た
び
、
宮
城
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理

事
に
選
任
さ
れ
、
平
成
28
年
６
月
１
日
を
も
ち
ま

し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
共
済

事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
で
よ
り

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
収

入
保
険
の
法
制
化
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
見
直
し

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
変
化
の
と
き

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
各
地
で
過
去
に
な
い
自
然
災

害
が
頻
発
し
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

農
家
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
制
度
の
実
施
主
体
と
し
て
公

共
性
の
強
い
組
織
で
す
。
社
会
的
な
信
頼
を
決

し
て
損
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
高
い
倫
理
観
の

下
、
健
全
な
組
織
体
制
の
強
化
に
努
力
を
重
ね
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
組
合
は
、
合
併
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

組
織
を
目
指
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等

順
守
）
を
徹
底
し
た
事
業
運
営
の
確
立
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
家
の
農
業
経
営
の
安
定
と
農
業
生
産
力
の

発
展
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
実
な
行
動
に
努
め

る
と
と
も
に
、
信
頼
構
築
に
力
を
尽
く
し
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役員の任期満了に伴い、5月23日の総代会で理事23人、監事3人が新たに選任されました。
役職員一丸となり、組合員の皆さまにより一層信頼していただける組織を目指してまいります。

新体制で始動
　　　組合役員26人が就任

 宮城県農業共済組合

　　組合長理事　佐藤　　敬
けい

信頼構築に
　　力を尽くします

米・麦・大豆から選択（複数選択可）
1建物・1品目ごとに1口〜5口まで加入可

1口の支払限度額：100万円
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牛
は
、
気
温
20
度
以
上
に
な
る
と
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受

け
始
め
ま
す
。
ル
ー
メ
ン
（
第
１
胃
）
で
の
発
酵
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
代
謝
で
生
産
し
た
熱
に
加
え
、
暑
熱
環
境
が
体
温

を
上
昇
さ
せ
、
餌
の
採
食
量
を
抑
え
る
こ
と
と
な
り
、
乳

量
や
繁
殖
成
績
が
低
下
し
て
大
き
な
損
失
を
与
え
ま
す
。

　
今
回
は
農
家
の
方
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
暑
熱
対
策
に
つ

い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
、
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

水
稲
細
目
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

水
稲
共
済
細
目
書
は
、
作
付
内
容
を
示

す
重
要
な
書
類
で
す
。

　

内
容
が
誤
っ
た
ま
ま
の
場
合
、
共
済
掛

金
に
差
額
が
生
じ
た
り
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
損
害
評
価
野
帳
が
配
布
さ
れ
な
い

な
ど
の
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

「
平
成
28
年
産
水
稲
１
回
作
共
済
細
目

書
」
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
作
付

内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は

７
月
31
日
で
す

　

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

指
定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り
替
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
稲
共
済
掛
金
の
算
定
方
法
は

参
考
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

牛
舎
に
扇
風
機
を
設
置
す
る
場
合
、
特
に

気
を
付
け
る
こ
と
は
？

換
気
の
基
本
は
、
外
か
ら
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
、

汚
れ
た
空
気
を
外
に
流
す
こ
と
で
す
。
外
気
を

入
れ
る
場
所
を
遮
る
物
は
少
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
扇
風
機
の
角
度
は
、
牛
の
上
部
よ
り
30
〜

45
度
斜
め
に
寝
か
せ
る
と
有
効
で
す
。
ま
た
、

風
の
流
れ
や
停
滞
す
る
場
所
を
把
握
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
空
気
の
流
れ
が
悪
い
場
所
は
、

ク
モ
の
巣
が
多
い
傾
向
が
あ
る
の
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

遮
光
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
！

牛
舎
や
牛
に
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
、
よ

し
ず
や
遮
光
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
と
効
果
的
で

す
。
こ
の
と
き
、
牛
舎
と
の
距
離
を
と
り
、
空

気
の
流
れ
を
極
端
に
遮
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
牛
舎
周
り
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
の
反
射
光
に
も
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。
夕
方
の
西
日
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

細
霧
シ
ス
テ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

細
霧
シ
ス
テ
ム
と
は
、
牛
舎
内
に
定
期
的
に
細

か
い
霧
が
出
て
空
気
中
で
蒸
発
し
、
揮
発
熱
に

よ
り
気
温
を
下
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
牛
体
を

濡
ら
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
注
意
し
、

牛
床
を
湿
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
湿

温
計
を
牛
舎
の
数
カ
所
に
設
置
し
て
、
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
稼
働
さ
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
牛
舎
用
の
温
湿
度
指
数
（
Ｔ
Ｈ
Ｉ
）
測
定

計
も
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

お
金
の
か
か
ら
な
い
暑
熱
対
策
は
？

最
近
で
は
、
ア
サ
ガ
オ
な
ど
を
利
用
し
て
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
る
農
家
も
い
ま
す
。
植

物
の
蒸
散
と
遮
光
で
内
部
の
温
度
が
３
度
く
ら

い
下
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
の
毛

刈
り
も
効
果
的
で
す
。

夏
場
に
適
し
た
添
加
剤
は
？

暑
熱
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す
る
と
消
化
機
能
が
低

下
し
、
養
分
摂
取
不
足
に
な
る
た
め
、
ビ
タ
ミ

ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
を
他
の
季
節
よ
り
多
め
に
与
え

て
く
だ
さ
い
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
１
〜
２
割
多
め
に
与
え
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
人
と
同
じ
よ
う
に
、
水
分
と
塩

分
を
多
め
に
与
え
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
牛
の
気
持
ち
に
な
っ
て
牛
舎
内
を
歩
き
、
暑
熱

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
家

畜
診
療
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
を
乗
り
切
る
た
め
に

暑
熱
対
策
を

水
稲
細
目
書
、
納
入
通
知
書
を

お
配
り
し
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

暑
熱
対
策
に
つ
い
て
の
Q 

& 

A

　

気
象
庁
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
過
去

10
年
間
で
日
本
に
上
陸
し
た
台
風
の
数

は
23
個
。
そ
の
う
ち
、
８
月
と
９
月
の
上

陸
が
全
体
の
５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
特

に
、
９
月
は
10
年
中
７
年
で
上
陸
し
、
万

が
一
の
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
園
芸
施

設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
の
検
討
は
お
早
め
に

　
台
風
の
進
路
が
日
本
に
向
か
っ
て
い
る
場

合
、
台
風
が
消
滅
す
る
ま
で
園
芸
施
設
共

済
へ
の
新
規
加
入
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
加
入
を
ご
検
討
さ
れ
る
場
合

は
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

台
風
へ
の
備
え
は
園
芸
施
設
共
済
で

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

こ
ん
な
と
き
に
共
済
金
を

　
　
　
　
お
支
払
い
し
ま
す 0

6月 7月 8月 9月 10月

2

4

6

8

（個）
10

過去10年間の月別台風上陸数

風　
　
害

水　
　
害

火
災
・
破
裂

お
よ
び
爆
発

雪　
　
害

車
両
の
衝
突

　
　
・
接
触

地
震
・
噴
火

病　
虫　
害

鳥　
獣　
害

　　　　  水稲共済掛金の算定方法
　　　　　 —掛金の5割を国が負担します—
　共済掛金は、共済金額※1と共済掛金率※2を基に、組合員
ごとに計算されます。共済掛金から国の負担分（5割）を差
し引いた金額が組合員負担掛金となります。

＜10㌃当たりの共済掛金計算例＞

基準単収500kg、選択単当共済金額182円
一筆方式7割補償の場合

●引 受 収 量＝基準収穫量×補 償 割 合
　　350kg ＝　500kg　×　 7割

●共 済 金 額＝引 受 収 量×選択単当共済金額
　63,700円＝ 350kg ×　　 182円

●共 済 掛 金＝共 済 金 額×共済掛金率
　 1,592円 ＝63,700円×  2.500％

●組合員負担掛金＝共 済 掛 金−国庫負担額
　　　796円　　＝1,592円　−　796円

　※1　共済金額は、共済事故で損害が生じた時に組合が支払
　　　 う共済金の最高額です。
　※2　共済掛金率は、過去の被害率を基礎として引受方式・
　　　 補償割合別に農林水産大臣が定めます。適用される率
　　　 は、地域ごと、組合員ごとに異なります。

  共済掛金のほかに賦課金が加算されます。

Ｑ
１

Ａ
１

Ｑ
２

Ａ
２

Ｑ
３

Ａ
３

Ｑ
４　

Ａ
４　

Ｑ
５　

Ａ
５

扇風機設置の牛舎

温湿度指数（THI）測定計

参 考

強風で被害を受けたビニールハウス

09 和み 2016. 7 和み 2016. 7 08



3

2

1さまざまな作業を手分けしてこなしています 2よつばファームの事務所兼作業場 
3定植後順調に育つナス 4栽培するさまざまな野菜 5サツマイモの苗取り作業を
行う熱海さん

　
美
里
町
の
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
は
、

畜
産
共
進
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
牛
の

調
教
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
披
露
を
目
指

し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
調
教
は
、
牛
に
良
い
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
で
飼
育
者
が
安
全
に
扱
い
や
す
く
な
る

た
め
、
５
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
、
生
物
部
調
教
班
の
生
徒
６
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

調
教
す
る
牛
は
５
頭
。
昼
休
み
か
ら
放

課
後
ま
で
の
２
時
間
は
、
パ
ド
ッ
ク
で
の
つ

な
ぎ
運
動
。
放
課
後
に
は
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
や
湯
拭
き
を
行
い
、
牛
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
ま
す
。
実
際
に
綱
を
付
け
て

の
調
教
は
、
牛
舎
周
り
だ
け
で
は
な
く
、

時
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
歩
道
、
水
田
の
畦

畔
な
ど
を
周
回
し
ま
す
。
人
や
車
の
騒
音

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
状
態
に
対
応
で
き
る
よ

う
訓
練
し
て
い
ま
す
。

　
調
教
班
長
で
農
業
技
術
科
３
年
の
佐
々

木
彩
さ
ん
（
18
）
は
「
１
頭
ご
と
に
性
格

が
違
い
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
た
ち
の
気
持
ち
に
応
え
て
く
れ
る
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
牛
と
一
緒
に

最
高
の
舞
台
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
優
し
く
牛
を
見
つ
め
ま
す
。

　
調
教
を
指
導
す
る
今
野
甚
作
先
生
（
54
）

は
「
現
在
、
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
調
教

に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
活
動
が
畜
産
振

興
の
一
助
に
な
れ
ば

大
変
う
れ
し
い
で

す
。
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
お
声

掛
け
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
意
欲
を
燃
や

し
ま
す
。

▲生物部調教班のメンバー

　
仙
台
市
太
白
区
秋
保
の
中
野
正
幸
さ
ん

（
74
）
は
、
30
年
か
け
て
作
り
上
げ
た
理

想
の
堆
肥
を
用
い
て
、
体
に
良
い
野
菜
作

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
、
人
の
体
の
中
で
酵
素
が

重
要
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
着
目
。
酵
素

を
多
く
含
む
野
菜
を
作
る
に
は
、
有
機
物

を
活
発
に
分
解
す
る
微
生
物
が
土
中
に
多

い
環
境
が
必
要
だ
と
知
り
、
微
生
物
に
好

適
な
堆
肥
作
り
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

　
月
日
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
堆
肥
は
、

米
ぬ
か
を
主
軸
に
黒
糖
酢
、
魚
骨
、
魚

粉
、
バ
ク
テ
リ
ア
、
酵
素
を
添
加
し
て
発

酵
さ
せ
ま
す
。
完
成
す
る
ま
で
試
行
錯
誤

を
し
て
き
た
中
野
さ
ん
は
「
堆
肥
の
成
果

は
収
穫
時
に
し
か
確
認
で
き
ず
、
長
く
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
年
間
約
50
㌧
を
作
り
、
畑
70
㌃

と
田
20
㌃
に
使
用
。
湿
度
20
㌫
以
下
を
保

つ
よ
う
に
、
風
に
当
た
ら
な
い
屋
根
つ
き

の
場
所
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
「
こ
の
堆
肥
を
使
う
と
、

ト
マ
ト
な
ど
を
毎
年
同
じ
場
所
に
作
付
け

し
て
も
連
作
障
害
は
な
く
、
成
長
ス
ピ
ー

ド
も
全
く
違
う
」
と
話
し
ま
す
。

　
土
壌
管
理
や
定
植
、
栽
培
全
般
は
中
野

さ
ん
が
行
い
、
育
苗
は
妻
の
紀
代
惠
さ
ん

（
74
）
が
担
当
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
孫

や
近
所
の
人
か
ら
お
い
し
い
と
好
評
で

す
。
紀
代
惠
さ
ん
は
「『
他
の
野
菜
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
る
』
と
褒
め
ら
れ
ま
す
」

と
喜
び
ま
す
。

　
夫
妻
は
「
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
く
て
、

体
に
良
い
野
菜
作
り
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

 

「
既
存
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
形

の
農
業
を
通
し
て
地
域
が
活
性
化
で
き
れ

ば
」
と
話
す
、
東
松
島
市
牛
網
の
熱
海
光

太
郎
さ
ん
（
42
）
。
平
成
24
年
11
月
に
農

業
生
産
法
人
「
よ
つ
ば
フ
ァ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
、
農
業
に
興
味
を
持
つ
若
い
人
た
ち

の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
い
、
農
業
の
楽
し

さ
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
熱
海
さ
ん
は
、
牛
綱
地
区
が
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
、
農
家
が
離
農
し
農
地
が

荒
廃
し
て
い
く
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
模
索
。
同
じ
想
い
を
持
つ
仲
間

と
、
農
業
を
通
し
て
の
地
域
作
り
に
取
り

組
み
始
め
ま
す
。

　
同
市
か
ら
住
宅
跡
地
を
借
り
受
け
、
畑

70
㌃
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
学
生
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
「
つ
く

る
」
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
試
行
錯
誤
の

日
々
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
努
力
が
実
を

結
び
、
現
在
は
70
種
類
以
上
の
野
菜
を
栽

培
。
直
売
や
仙
台
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

軒
に
納
品
す
る
ほ
か
、
野
菜
を
使
っ
た

漬
物
な
ど
の
加
工
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

種
苗
会
社
や
企
業
と
の
連
携
に
も
意
欲
的

で
、
正
社
員
２
人
、
契
約
社
員
４
人
に
加

え
、
繁
忙
期
に
は
臨
時
職
員
も
雇
用
し
て

対
応
。
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
手
分
け
し
て

こ
な
し
て
い
ま
す
。

 

「
こ
こ
ま
で
、
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き

た
が
、
今
後
は
効
率
性
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
」
と
熱
海
さ
ん
。
地
域
の
活
性

化
を
願
い
、
農
業
を
多
方
面
に
わ
た
っ
て

伝
え
て
き
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
、
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
大
学
の

農
業
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
元
中
学
校

の
職
場
体
験
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
利
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
森
づ
く
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
入
れ
や
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
の
安
定
な
く
し
て
は
、
取
り
組
み

も
中
途
半
端
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
熱
海

さ
ん
は
「
今
あ
る
面
積
の
１
０
０
㌫
活
用

を
確
か
な
も
の
に
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
来
訪
者
や
地
域
住
民
が
地
元
の
食
材

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
飲
食
業
に
取
り

組
み
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

▲「おいしくて体にいい作物は土づくり
　が大切」と中野さん夫妻　

▲すべての材料を入れて混ぜ合わ
　せます

4

5

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

理
想
の
堆
肥
で
野
菜
作
り

中
野　
正
幸
さ
ん
（
仙
台
市
）

牛
と
の
信
頼
関
係
を

大
切
に
調
教
に
励
む

宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
（
美
里
町
）

農
業
の
楽
し
さ
を
多
方
面
に
発
信

　
　
　
　
　
よ
つ
ば
フ
ァ
ー
ム熱海　

光
太
郎
さ
ん
（
東
松
島
市
）

1

◀学校敷地内で引き　
　運動をする

調教アトラクションに関する問い合わせ先／小牛田農林高校 ☎0229-32-3125  農場  今野まで

地　域
の

話 題

和み 2016. 7 1011 和み 2016. 7 和み 2016. 7 10



kitchen garden

四季の畑
　
ハ
ク
サ
イ
の
旬
は
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
で
す
が
、
四
季
を
通
し
て
日
本

の
ど
こ
か
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、

年
中
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
く

せ
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

合
い
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
鍋
料

理
や
漬
け
物
に
お
す
す
め
で
す
。
日

本
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
の
で
、
古

く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
は
明
治
時
代
に
や
っ
て
き
た

新
し
い
野
菜
で
す
。

作
型
別
　
品
種
の
選
定
・
栽
培
ポ
イ
ン
ト

①
早
ど
り
栽
培

生
育
前
半
が
高
温
期
に
あ
た

る
た
め
栽
培
管
理
が
難
し
い

で
す
。
耐
暑
性
の
あ
る
早
生

品
種
を
選
び
、
病
害
虫
防
除

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

黄愛 65
早生品種
一球 2.5kg
根こぶ病、ゴマ症
に極めて強いです。

②
普
通
栽
培

結
球
期
に
入
る
頃
か
ら
生
育

適
温
に
な
り
、
良
品
多
収
が

望
め
ま
す
。
た
だ
し
、
病
害

発
生
に
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

秋の祭典
中早生品種
一球 2.5 ～ 3.0kg
根こぶ病に強く、
在圃性に優れます。

③
冬
ど
り
栽
培

播
種
期
が
や
や
遅
い
た
め
病

害
虫
の
発
生
が
少
な
く
な
り
、

栽
培
管
理
が
し
や
す
い
で
す
。

耐
寒
性
の
あ
る
品
種
を
選
び
、

播
種
期
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

冬の祭典
中晩生品種
一球 3.0kg
根こぶ病に強く、
耐寒性・在圃性に
優れます。

　

 

播
種
と
育
苗
管
理

準
備
す
る
物

・ 

種
子

・ 

１
２
８
穴
セ
ル
ト
レ
イ
ま
た
は
６
㌢
ポ
リ

ポ
ッ
ト

・ 

播
種
用
培
土

① 

セ
ル
ト
レ
イ
（
ま
た
は
ポ
リ
ポ
ッ
ト
）
に
培

土
を
詰
め
ま
す
。

② 

セ
ル
ト
レ
イ
は
１
〜
2
粒
播
き
、
ポ
ッ
ト
は

３
粒
播
き
し
ま
す
。
軽
く
覆
土
を
し
、
深
播

き
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

播
種
後
、
乾
燥
と
地
温
上
昇
を
防
ぐ
た
め
に

新
聞
紙
で
覆
い
、
発
芽
ま
で
遮
光
を
し
て
く

だ
さ
い
。

④ 

灌
水
は
午
前
中
に
行
い
ま
す
。
午
後
３
時
以

降
の
灌
水
は
、
徒
長
苗
や
病
害
発
生
を
助
長

す
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤ 

子
葉
が
展
開
し
た
ら
１
本
立
ち
に
し
ま
す
。

⑥ 

育
苗
期
間
は
セ
ル
ト
レ
イ
の
場
合
15
日
位
で
、

定
植
適
期
は
本
葉
３
〜
４
枚
で
す
。
ポ
ッ
ト

育
苗
の
定
植
適
期
は
本
葉
４
〜
５
枚
で
す
。

　

 

栽
培
方
法

① 

定
植
の
１
週
間
前
ま
で
に

施
肥
・
畑
作
り
を
し
ま
す
。

② 

畦
幅
75
㌢
の
畦
の
中
央
に
、

株
間
40
〜
45
㌢
で
植
え
穴

を
開
け
ま
す
。
植
え
穴
に

水
を
注
ぎ
、
水
が
引
い
た

ら
定
植
し
、
灌
水
し
ま
す
。

　
※ 
極
端
な
深
植
え
、
浅
植

え
は
活
着
不
良
の
原
因

に
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

③ 

追
肥
は
、
年
内
ど
り
で
２
回
、
冬
ど
り
で
３

回
程
度
施
し
ま
す
。
窒
素
成
分
量
で
１
㌃
当

た
り
３
㌔
程
度
で
す
。
定
植
後
10
日
〜
２
週

間
頃
に
１
回
目
の
追
肥
を
株
元
に
施
し
ま

す
。
定
植
１
ヶ
月
後
に
２
回
目
の
追
肥
を
畦

間
に
散
布
し
、中
耕
と
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

　
◎ 

ハ
ク
サ
イ
栽
培
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

い
か
に
し
て
広
く
深
く
健
全
な
根
を
張
ら

せ
る
か
で
す
。

④ 

球
の
頭
部
を
押
し
て
、
固
ま
っ
て
い
れ
ば
収

穫
期
で
す
。
品
種
ご
と
に
収
穫
ま
で
の
日
数

は
異
な
る
の
で
、
品
種
選
定
し
た
際
の
収
穫

目
安
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

ハ
ク
サ
イ
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ 

．
ハ
ク
サ
イ
が
結
球
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
…
。

Ａ 

．
次
の
①
〜
③
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

① 

播
種
期
が
遅
く
、
結
球
に
必
要
な
葉
の
枚
数

が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
播
種
期
を
守
る
。

② 

定
植
時
の
活
着
不
良
。

③ 

球
肥
大
期
の
肥
効
不
足
。
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
守
る
。土
壌
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、

肥
料
を
効
か
せ
る
た
め
に
も
灌
水
を
行
う
。

加
入
し
て
い
る
農
機
具
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
現
在
ご
加
入
の
農
機
具
に
、
買
替
え
な
ど

に
よ
る
変
更
が
あ
れ
ば
、
14
日
以
内
に
「
入

替
え
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
入
替
え
後

に
通
知
い
た
だ
い
た
場
合
、
入
替
日
か
ら
入

替
処
理
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
生
じ
た
事

故
に
つ
い
て
は
共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
職
員
が
確
認
に
伺
い
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
機
種
、
銘
柄
、
型
式
区
分

等
が
違
う
場
合
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
限
内
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
は
、
水
稲
・
大
豆
共
済
の
掛
金
納
入

月
で
す
。

○
納
入
期
日

大
豆
共
済　
７
月
20
日

水
稲
共
済　
７
月
31
日

※ 

大
豆
共
済
で
は
、
期
限
内
に
掛
金
が
納
入

さ
れ
な
い
場
合
、
共
済
関
係
を
解
除
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金
等
は
口
座
振
替
で

　
納
入
手
続
き
の
簡
素
化
と
不
祥
事
の
未
然

防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て

「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
故
連
絡
は
お
早
め
に

　

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

遅
れ
た
り
、
確
認
が
困
難
に
な
る
と
、
共
済

金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
や
損
害
の
一
部
、

ま
た
は
全
額
が
免
責
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
畜
の
異
動
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、

共
済
金
の
支
払
い
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は
、

導
入
し
た
と
き・出
荷
し
た
と
き・出
生
し
た

と
き・放
牧
や
共
進
会
に
出
す
と
き・飼
養
場

所
を
変
え
た
と
き
・
死
亡
し
た
と
き
で
す
。

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞

　
こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
が
主
催
す

る
平
成
27
年
度
組
合
等
広
報
紙
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
「
和
み
」
が
銀
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
作
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

日
本
の
ハ
ク
サ
イ

（株式会社 渡辺採種場）

畑作り（例  kg／1アール）
完熟堆肥
苦土石灰

200～300
15

施　肥（例  kg／1アール）
化成肥料
化成肥料

12
6～7

元肥
追肥

（化成肥料は野菜用高度化成肥料の場合）

科名：アブラナ科
連作障害：あり（3～4年あける）
発芽適温：20～25℃
生育適温：20℃前後
栽植距離：畦幅75㌢（単条植）
　　　　　株間 早生40㌢
　　　　　中生・晩生45㌢
栽培カレンダー（宮城県での目安）
 7月 8 9 10 11 12 1 2 3

●播種  ▲定植  ■収穫

囲い貯蔵での収穫

①

②
③

　

水
稲
70
㌃
を
作
付
け
す
る
ほ
か
、

集
落
営
農
組
合
の
一
員
と
し
て
大
豆

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
年
齢
的
に
大

変
だ
と
思
う
作
業
も
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
農
閑
期
に

毎
年
行
く
研
修
旅
行
は
、
懇
親
を
深

め
る
場
と
し
て
と
て
も
良
く
楽
し
み

で
す
。

　
30
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
町
内
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
。
毎
週
日

曜
日
に
は
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
変

わ
る
こ
と
な
く
同
じ
仲
間
で
や
っ
て

き
て
お
り
、
練
習
の
度
に
顔
を
合
わ

せ
て
は
、
話
も
弾
み
ま
す
。
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

▼ 

総
代
・
共
済
部
長
歴
7
年
。 

損
害
評
価
会
委
員
歴
2
年
。

▼ 

損
害
評
価
会
委
員
歴
8
年
。

　
平
成
14
年
か
ら
損
害
評
価
員
を
６

年
間
務
め
、
平
成
20
年
か
ら
は
損
害

評
価
会
委
員
と
、14
年
間
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
の
大
冷
害
で
は
、
知
識

も
経
験
も
浅
い
中
で
多
く
の
圃
場
を

評
価
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。

　
近
頃
は
、
増
加
し
て
い
る
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
体
力

の
続
く
限
り
、
評
価
会
委
員
と
し
て

地
域
の
損
害
評
価
活
動
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
一
番
の
楽
し
み
は
、
孫
と
の

時
間
で
す
。
何
よ
り
癒
さ
れ
ま
す
。

亘
理
名
取
支
所

山
元
町
山
下

伊
藤
正
平
さ
ん
（
69
）

県
南
支
所

白
石
市
斎
川

大
浦
捷
三
さ
ん
（
75
）

秋のおすすめ野菜

ハク サイ

◆
◆

ジ
ャ
ガ
イ
モ
豆
知
識
◆
◆

収
穫
の
ポ
イ
ン
ト

　
茎
葉
が
半
分
以
上
枯
れ
、
晴
天
が
続
き
、
土

が
乾
い
て
い
る
と
き
に
行
い
ま
す
。
掘
り
起
こ

し
た
後
、
２
〜
３
時
間
風
に
当
て
て
か
ら
集

め
、
２
〜
３
日
風
通
し
の
良
い
日
陰
で
乾
燥
さ

せ
ま
す
。

貯
蔵
の
ポ
イ
ン
ト

　
表
面
を
乾
燥
さ
せ
、
風
通
し
の
良
い
冷
暗
所

で
保
存
し
ま
す
。
秋
か
ら
（
芽
が
動
く
前
）
の

保
存
の
場
合
は
、
４
㌔
に
１
個
の
割
合
で
リ
ン

ゴ
を
入
れ
、
冷
暗
所
で
保
存
す
る
と
、
リ
ン
ゴ

か
ら
エ
チ
レ
ン
が
発
生
し
、
芽
の
動
き
を
抑
え

て
く
れ
ま
す
。

◎
貯
蔵
温
度
…
３
〜
５
℃

◎
貯
蔵
湿
度
…
70
〜
75
㌫

◎
貯
蔵
可
能
期
間
…
２
〜
６
ヶ
月

　
（
品
種
に
よ
り
異
な
る
）
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1

7

11 12

13

16 17

1918

1514

10

8 9

2 3 4

65

24

12

白
石
駅

白
石
蔵
王
駅

白石城

●
白石市役所

4

113

東
北
自
動
車
道

二重ワクのところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。
ヒント▶夏のレジャーシーズンの始まり

　

は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り

明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10

人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。

◎
〆
切  
平
成
28
年
8
月
5
日

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す

る
ご
意
見
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報

提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
応

募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

52
仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 1

（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

た
。
平
成
７
年
に
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
木
造
建
築
で
の
天
守
閣
や
大
手
一
ノ

門
・
大
手
二
ノ
門
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

片
倉
氏
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、「
日
本
一
の
兵
」
と
し
て
知
ら
れ
る

真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
存
在
で
す
。
大
坂

夏
の
陣
に
お
い
て
信
繁
は
、
敵
方
で
あ
る

二
代
小
十
郎
重
長
を
知
勇
兼
備
の
将
と
見

込
み
、
自
身
の
子
ど
も
で
あ
る
大
八
や

阿お

梅う
め
ら
を
託
し
ま
し
た
。
後
に
阿
梅
は
重

長
の
後
室
と
な
り
、
大
八
は
伊
達
家
臣
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
（
土
）
に
は
「
鬼
小
十
郎
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
片
倉
軍
と
真

田
軍
の
「
大
坂
夏
の
陣
道
明
寺
の
戦
い
」

を
、
実
際
に
甲
冑
を
身
に
つ
け
た
武
者
が

再
現
し
ま
す
。

　
白
石
市
に
は
、
当
信
寺
、
片
倉
家
御
廟

所
な
ど
、
片
倉
氏
・
真
田
氏
ゆ
か
り
の
史

跡
が
今
も
多
く
残
り
ま
す
。

　
白
石
市
が
誇
る
白
石
城
は
関
ヶ
原
の
戦

い
後
、
伊
達
政
宗
の
重
臣
片
倉
小
十
郎

景
綱
が
入
城
。
以
後
明
治
維
新
ま
で
約

２
６
０
年
片
倉
氏
の
居
城
と
な
り
ま
し

◆
シ
カ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
は
、
頭
の
痛
い
問
題
で

す
。
つ
い
柵
や
お
り
で
の
捕
獲
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ま
ず
始
め
る
こ
と
は
環
境
整
備
な
の
で
す
ね
。
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
気
仙
沼
市
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

◆
合
併
し
て
か
ら
地
域
の
話
題
で
県
内
の
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
栗
原
市
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆
愛
宕
山
農
業
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
っ
て

も
広
く
、
花
も
き
れ
い
で
し
た
。「
味
彩
館
ふ
る
さ
と
」

で
の
昼
食
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

 

（
大
和
町
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆
「
タ
ケ
ノ
コ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
チ
ー
ズ
焼
き
」
を
早

速
作
っ
て
み
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。「
煮
物
」

「
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
」
以
外
の
食
べ
方
が
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
季
節
に
合
っ
た
レ
シ
ピ
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

（
角
田
市
Ｏ
・
Ｙ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

『
し
ん
り
ょ
く（
新
緑
）』

        

　
　
　　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
　
井
　
繁
　
雄
さ
ん
（
白
石
市
）

佐
　
藤
　
陽
　
真
さ
ん
（
蔵
王
町
）

赤
　
間
　
英
　
子
さ
ん
（
大
郷
町
）

鈴
　
木
　
肇
　
子
さ
ん
（
加
美
町
）

鈴
　
木
　
孝
　
子
さ
ん
（
色
麻
町
）

遠
　
藤
　
啓
　
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

渋
　
谷
　
ま
き
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

高
　
橋
　
春
　
美
さ
ん
（
登
米
市
）

小
野
寺
　
親
　
子
さ
ん
（
登
米
市
）

熊
　
谷
　
　
　
薫
さ
ん
（
登
米
市
）

応  募  方  法前号の答えと当選者

白 石 城
（白石市）

鬼小十郎まつり実行委員会事務局（白石市企画情報課内）◆問い合わせ先 ☎０２２４−２２−１３２４

登米市　鵜
う

沼
ぬま

　莞
かん

菜
な

 さん（19）

　実家から仙台の大学に通って
います。言語文化を勉強してい
て、将来は英会話教室の先生に
なりたいです。大学では、出身
が異なる学生が話す方言やイン
トネーションを聞くことが一つ
の楽しみです。
　こう見えて車の運転が得意。
運転免許をマニュアルで取得し
ているので、軽トラックだって
運転できますよ。
　もう少しで二十歳になるの
で、お酒を飲んでみたいです。
塩辛やたこわさびが好きなの
で、日本酒もいけるかも。

英会話教師を
目指しています

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
田

ん
ぼ
や
畑
で
使
う
商
品
を
売

る
お
店
で
は
た
ら
い
て
い
ま

す
。
お
店
で
は
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
、
休
み
の
日
は
ト
ラ
ク

タ
ー
の
う
ん
て
ん
も
で
き
て

カ
ッ
コ
い
い
で
す
。

　
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ

る
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
サ
ラ
ダ

が
、
ぼ
く
は
大
す
き
で
す
。

で
も
、
い
た
ず
ら
す
る
と
お

こ
ら
れ
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
そ
ぶ
の

が
大
す
き
で
す
。
大
き
く

な
っ
た
ら
、
お
父
さ
ん
の
よ

う
に
き
か
い
の
う
ん
て
ん

し
ゅ
に
な
り
た
い
で
す
。

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

ね
！ 

大
す
き
で
す
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
大
す
き
！

伊
藤
　
慎
一

栗原市志波姫

伊 藤  慎
しん

 一
いち

く　ん  (7）

恭
きょう

 二
じ

く　ん  (4）

佳
か

 子
こ

ちゃん  (2）

　お父さん 輝 雄さ  ん

　お母さん 幸 恵さ  ん

 タテのカギ
❶桃太郎の仲間は、猿、犬、○○。
❷叫んだ声が山に反射してかえってくる現象。
❸昨年、経済産業大臣に指定された伝統工芸品　仙台○○○。
❹うなぎを食べる習慣がある、土用の○○の日。
❻鬼小十郎まつりが開かれる○○○○城。
❽車の荷物を入れる○○○○ルーム。
❾枕草子の一節　「夏は○○　月のころはさらなり」。
❿夕方、太陽が西に沈むこと。
⓬数多くの校歌を作詞した仙台市出身の詩人　土井○○○○。
⓭お祭りで、高く作られた見物席　○○○席
⓯三人寄れば、文殊の○○。
⓱日本三大○○。八丁、白、仙台。

ヨコのカギ
❶高いところの物をとるときに使う台。
❹アカ○○、ムラサキ○○、バフン○○。
❺NHKの長寿番組　のど○○○。
❻星座占い　蟹座の次は○○座。
❼小さなフランス料理店。
❿夏の大三角形のひとつ、アルタイル。和名は○○星。
⓫好敵手。
⓭沖縄の弦楽器。
⓮花を咲かせず実をつけるように見える果物。
⓰イカが外敵から逃げるときに吐くもの。
⓲刑事裁判の原則　「疑わしきは被告人の○○○に」。
⓳燃料電池自動車は○○○と酸素が燃料です。

普段はワゴ
ン車を

運転してい
ます
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│
平

成
28年

（
2016）│

7月
号

│
N

O
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み な
 ご

編
集

・
発

行
宮

城
県

農
業

共
済

組
合

（
Ｎ

Ｏ
Ｓ

ＡＩ
宮

城
）

〒
980 -0011 宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1 -8 -10
TEL 022 -225 -6701　

FA
X 022 -262 -6406　

U
R

L http://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 印

刷
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社

トマトの
シフォンケーキ

トマトペースト※ ………… 20g

卵（卵黄と卵白に分けておく） 
　…………………………… 2個

砂糖 ……………………… 50g

サラダ油 …………………大さじ3

牛乳 ……………………大さじ2

米粉 ……………………… 50g

ベーキングパウダー ………… 3g

バニラオイル …………… 2、3滴

★ ペーストは市販のものでもいいです。
★ 旬にたくさん収穫するカボチャ、ホウレンソウ、小松菜、

ニンジンなどでもおいしく作れます。

※ トマトペーストは、トマトを湯むきして火を通し、つぶし
ながら水分を飛ばせば出来上がりです。

本　　所　〒 980-0011 
仙台市青葉区上杉1-8-10 
TEL 022-225-6701
県南支所　〒 981-1505 
角田市角田字町田１１３ 
TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821 
仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 
TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301 
亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 
TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265 
加美町字矢越 226 
TEL 0229-64-1380

大崎支所　〒 989-6166 
大崎市古川東町 5-37 
TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203 
栗原市築館字下宮野中田 100 
TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512 
登米市迫町森字平柳 34-88 
TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111 
石巻市鹿又字曽波の神前 172 
TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
白石市福岡深谷字桜丘前１０ 
TEL 0224-25-4565

中央家畜診療センター　〒 989-6251 
大崎市古川小野字嵐山 26-1 
TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 
TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
大衡村大衡字平林 39-4 
TEL 022-345-2241

作 り 方

材 料 （ 直 径 1 5 c m 型 1 台 分 ）

宮城

＊料理紹介者　
　大崎市鳴子温泉  二宮　澄江さん

❶  オーブンを170度に予熱しておく。
❷  ボウルに卵黄を入れてほぐし、砂糖半量を入れ

てすり混ぜる。
❸  サラダ油を少しずつ加えてさらに混ぜる。
❹  ❸にトマトペーストと牛乳を加えて混ぜ、バニ

ラオイルも加えて混ぜる。
❺  ❹に米粉とベーキングパウダーを入れて全体を

へらでさっくり混ぜる。
❻  別のボウルに卵白を入れ、残りの砂糖を加え

て、ハンドミキサーでピンと角が立つくらいの
メレンゲを作る。

❼  ❺に❻を3回に分けて加え、へらでよく混ぜ合
わせる。

❽  型に❼を流し入れ、170度のオーブンで25分
焼く。

❾  焼き上がったら逆さまにして30分ほど冷まし、
型から外したら出来上がり。


